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近年省民的近代化をめざしてfA地のうえ11'半(1'Jf1J川を閃るため、土地改良'J'.;r，が盛んに行なわれて

います。中之条町は、数多くのt里1議文化財をはじめと して 、国 ・県指定文化財、 a跡主;多〈の文
化財にむまれた所てvあります。これら大切な文化1!1を保"型 保!rし、後世の人々に任えてい〈こ

とIHLたちにJ*せられた任務であります。
このたび、新民業桃泣改善'}';業によリ、 1二反下地医、久森地区のは場整備の実施に!ドい遺跡の

発掘調在を尖施L、f1.Elを上まわるft屯な成恥を42ることができました。

発l¥TI，調査の結来、縄文時代中WJを中心とした泣物と問状列石泣桃、!自立イji+.lli等、特殊な泣t.'1iが

発』止され 中之条町の原始古代史に新たな 1頁を1!Ilえることにな 1)まLた。

この調査を実地するにあたりご指導をいただきま Lた県文化財保必謀、なりぴに、 WJ係弁位に

対して!早<i.却下L申し上げますとともに、イメ11Fが多くの方々にご活用されますことを念じて1i丈と

いた Lます。
昭和60年3月

伊l ロ

I 本，咋は、中之条町上沢波地区新農業情造改善'1>業に

先だっ発11"調査で、上沢渡1立跡1，弘久森f;l状列石i立跡

及び上反下泣跡発掘調布報告11r.て'ある。

2 本遺跡併の発掘調査は、俳馬県吾五都中之条町教育

委民会がItl馬県教育委只会の指導を受け行った。

3 発t日J司先は、日目干1159年8!J13t1-1昭和59年12月3n 

まで実施された。

4. Jfi物幣J'jーは、 JL山公夫が中dし、となって行 九 石持内

実j則トレースは大塚日彦、内石典之が行い、他の近隣

泣物のトレース ，写真峨影編集は丸山が行九

5. ~~}の執事は、 l 号i主}，'+跡は大塚が、他の石器は白

石が行い、他は九illが行った。

6 ，発{届 ~~1f.及び報告/}作成にあたり、下記の 1，々の制l

thf， ))をいただいた。

府馬県教育委J~会文化l!1保護『謀、中之条町文化財専門

委員品位、渋川市教育委只会、株式会材洲町f、JドJ-.w
雄、近藤r}J、能登他、西川健彦 ;栗山栄、大塚片彦、

小林良止、償却(克明、立 J-胤悩 南22芳明、鈴木保彦

志村博、三沢正佐、戸谷啓一郎、白山典之 ifllTI 恵 f、

水出かおる、大塚美恵子。
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中之条町I教育委員会

教育長塚 111 点
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I調査に至るまで

中之条町k'r'J-.il~i度 I也氏は昭和59年度新J:'!1i椛泣改善事業カ汁 l '之条目I農林~~及び 卜沢波地区 (

久森地区、上以 fj也氏)新農業構造改丹下UJl合により行われることに主り、中之条町教育委只

会は俳馬県教育委li会文化財保μ住，~の指呼をうけて分布E淵貨を'ム砲した。 その結!荘、‘)>:t対草地

のうち久森地|耳、 |以下(jJfj称明削半、 HT沢)J也灰においてflH蔵文化財的存在する可能性的向い

ことが判明した。なお、久森地区は r~n !，!.) ~II~追跡台帳丙 E制 l! J に rNo.3059、縄文 l時代集治跡J

と 11~ 入される所である。 以 上のことにより町教打委H会及ぴ県教行委U会は町農林法且ぴ各新路

業構造改善ιj>:l仕組合に、久保、 ト反下両地l互の'ド業(-定地内にl'Jt必文化財的存在することを通知

し、阿泣跡的取り披いについて協議が行われた 協B議の結果、新路業例iE改善 )>l';の際に埋蔵文

化財を破壊するおそれのある道路千定部分について急謹記録保存のための発相，"珂:企を行うことに

なった。

中之条町教tf委14会は、丸山公」とを発J刷HlIにあて、群馬県教11委民会に発掘調作桁持を依頼、

I，i]文化財保"並主，)神I/IIJE史氏を調宏指導1.と Lて、昭和59年8)) 13日より発掘調伐を実地するこ

とlニ主った。

1I遺跡の立地と周辺の遺跡

中之条町Ij群馬県内北西部に位置し、北はにおいて新潟~，l!こ躍する 北側は赤沢山(J454m)

などの第ゴ紀の1111也、同制1/は吾嬬山 (!181m)、薬師岳 (974m)町市均l火山体‘京側は小野子

IIJ (J20lm)、IH側は僚名山(l390m)のそれそ'Il新期火山休によ って|川まれる盆地的q，央に位

泣 L ている 。 また、 1J.: J也の q，央を吾』μ1/が ~ti!l~し、 V4J;川、れ久11111/の文d此とと Lに数I止のiUJlil 

f.!{ fi:.が発注しており、 JJ!{，じはこのド附l(iiが(j川、 t::，f，)十円'1.::.r吊[(Iiとな っている。

本遺跡群の久1tJ也/><: 上反下地I更はと Lに聞Iの阿北部にあり.久保地/"は四万川の主流卜以波

川町中流域、 l反F地/;;:はu:下沢町I流の山あいに位置している
久森環状 ~I/石遺跡は '1'之条町kTUI~iIÎt2385-2398番地に所イiー する 本iiI跡JjU"枝川町左

iいの際 I~:)約 500mの、/"日1M/:にある この'I'-liI.1Mは、静水堆刷物的砂止ぴン Yレトからなり、占q，

之条刈lのf住制作11/によ ってできたと与えられる。この静水J佐lt't物 1-には数mのローム肘がのって

おり、その|ーを凶北側斜IflIか勺流下したれ掩を合む泥流地積物が10.っている。

|二反下泣跡i立、 q，之条目Tk字上沢ilil475，1477番地と大'j':1~.iN.政 1 523 ・ 4 、 1526 ・ 7爵地に所寂す

る 本遺跡は、!よド沢、滑沢、中ltil{の合流出で、反下沢左中町r，;:，:'，，*'; 600 mのl軒IIIJきの綬料IfIi

1にある。緩料I自l卜には、北側iJI Jt!!且ifr，↑iJ{iu ~ 、を流下Lたと思われる1't'、泥流地純物に加われ

ている。

本itI跡群周辺には、久j草原状91/ ィ i泣跡、にみら Il た般石fU/i 湖、を L つ泣湖として!l~1利47il'ltf.馬県

教育委員会文化財保u並主により調査された(3)川rJ途中遺跡や、川)j川とi"枝川町介流山やや府内
2 
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( 1 /50000) 第|図 上沢渡遺跡群の立地と周辺の遺跡

(4)山水遺跡、沢枝川'i'吊しん井戸内(5)棚界戸泣跡がある。以上の 3遺跡は、縄文後 晩期に属する。

また、問万川イJì~r:! こは民地椛造改 8.J';1~により発比された縄文i晩期と思われる(6)成 111 原泣跡があ

る さらに棚界戸泣跡南側には、弥生の洞穴遺跡で名向い(7)有笠山遺跡がある。

4三泣閥、府間辺はJ立跡分布l制売が不充分なため ，'，')';'!jによる偶発的な泣湖、発見(タIJが多く、本ij'.}主

よりf丁われる中之条町内本料的発Ilill調作をJYJに、 田!の人びとのilI跡に対する関心を向めるととも

に、詳細な遺跡分布凋ltを進めることにより多くの泣跡、が確dされることは疑いなく、今後向調

有が期刊される地域である
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[[]調査の概要と経過

本遺跡群は、 '1-1之条町」 沢拠地区新(~t構造改善 F業に先がけて行われた発帰a拘在である

O上反下遺跡

調査対製は、調r，苫道路千定部分て'ある ~~j立跡は調布場所が離れているニとから、辿材、"月制平

地院をA[):、計hJ¥J也[l{をBドとし、 J，11i1M h't 1;1: A t( 800m'、B1/ 500，げを発!1iii，W，jJ'tした，調1iJJ

法はグリソド JUì. を!:ii IH し、新設予定ìll~告を'11心に 5m グリ γ ドをぷ足した。 グリソドの」ミ栴Iiは

他北より A医で11'15'西編L、B区で50・45' 西制する。

調作は、昭和59
'
['.8H 13 tIより20Fl 0'i1去を f定Lて行われた，制作はA区トレンチ凋fi:.より開

始され、 l 号トレンチ、 D -7 グリソトにおいて 1J11 t~1 利 E 式の深鉢が険出きれた 干lfli，制作の結

~ D -7 グリァドに Jj ...益て造物lli"'が礼られ、泣物一日日1'下25cmの所より石組炉か検:1¥された 他

的グリソドよりは泣刷、泣物は険什iされなかった B j，(では、 lレンチz淵査の紡県、 jh梢は険IH

きれなかったが、縄文 IlíI則、中}聞の土~~細川ーが検出された 5t!~i ，11，j1iは 9月3円終;'した 1

O久森環状列石遺跡

調宜的対担は、新6・2道路子定的部分を中心にその周辺部である 調作は、昭和59:f.91120日よ

り40日を子定してInJ始されたc

E調査lfliWは13001111、調布J，法はグリッド Ju'i.を採用し、新股虫;!rV!j主改j'if.事業子定令城にJll路

j'-ii:J也に沿って 4mグ1)"/ドを設定した グリソドの主軸は N-45' -Eを示す

調査はまず調1Wの下t';i刈かりmJItfiきれ、耕作tを人JJにより VtLLた T-15グリ γ ドに河

原れによる手l[1iと、 x. Y -15グリ γ ドにロームl自iを掃リ込むfi.IA跡、4軒がif(惚Lて検IBされた。
Z - 14 グリソトにお L 、てイ 1組炉カョ検H\ されたカ‘耕作によリ残 71状態がきわめて :1t~ <、プラノ専の

{)(，; ，i2.は得られ主かった M ，N10-llグリッドではr"i~t jHlJ $十 1(11 から t庇卜したむ~Iニ縦われており

ill桃、 i立物1;1:jrrJ り純l!l:き れなカった G-L-15グリパ'ではMfi上|、f!)8Ocm向中iliを'/:塊カ'1，立い

f'i~ Fのロ ム1MにJμ、てilll再政『」円乱1以 f:1it 1 2 JI~ が検:-1\された M ，N-16-24グリ γ ドにお

いては、 19ラインよリ北京にかけて‘"色1:が1'/(堆的 L. 調子iI，(.}~t に J; l 、てはロームI(!Iまで約

2 mを担'Jる M ・N-16-19グリソドに J;l 、てはむ塊と共にiuJIJ;(イ1カ引l状に碓l4された N -20 

7リソドに j;... 、て11I1八 11tH)の敷イI下に!'!1カメをもっ柄鋭引敷イifU日;、 M.N 23、21グリ γ ドに

LHI 主制鋭J~~'J}せイr0:11';' 7J、検出された。 また、 M-23、N 24ゲリッ卜に1:;1. 、て良好にイ!車~lみされ

た亨'1イlが確『」された

以上11月17tIまで行われた調査で、本i立制:全域に亨'1石カ'IU，する "1能tH・Itjl.包ことヵ、j1jI明 Lた

そLて、列イIが緋f1'L 1((下に位出するなど、 l'・l与主において似I買されるおそれのあるため町教育

委 II 会及び県教育委Jj会は股林岡県とのInl で|品A を行主い:~.i!.i.w:~!<1淵 1i を iî うことになった

この結果、子I[{iはL-20グリソドよけ!i('，dU壬40mと!it，i!I((ff30mの2弔の品1状Y'Jイlカ、めぐリ 、

そのほかh内鋭形悦イiti'肘 l軒、昭火fU';'j申1がfrit，i2され、 1211311 ，t!~i ，制作を終{ L. ，;¥継さ格

旦rr，[，主に入った

-4-
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1 .住居跡

1号住居跡 (第4図)

本住居跡はM • N-23 • 24グリソドに位日立し 本遺跡の段北端に存在する。f-F.h1fは張り出し部

を有する刷銭形敷石住居である。敷石{七肘の，11認はt<i:から深き60cmであり厚〈堆積した EI;l.色土

内の構築のため住屑の掘り方は不明であった。

平l両プラノは綴り方が不明なた的、外t紋まの紋石小Z石7を線て

形敷石住屑の主軸の規悦は 6.1mを測る。こ内ftli'計;グ円〉主軸方位は N-2幻2" 3初0' 一Eを不す。

f玉}I!-;-跡は六形角あるいは八角形を呈し、中央やや丙よりに炉を有する。その規校は南北 4.2m 

*西 4.2mを測る。I，<;f土部の敷石は奥堅苦1¥が良好な敷布状況をみることができるが、炉辺部及び
tH人 11部周辺に|刻しては妓存状況が不良である。

炉の市個IJの敷石町 鮮は偏平に般かれた状態ではなく 出人円IWJが床出lより tがってか側にjuJ

って傾き、主軸に対Lて直行するような状態で床山に接する亨IJ状を形作っている これは、数11

住居の下部構造(敷石床面)、上尾構造以外の宅|出利用内所産と与えられる。

炉は万形状の地床炉で」ヒ壁のー由に板状節J11!の版石を 2枚屯ね合せ立てかけた形で炉石と Lて

いる。炉の規模は南北62cmX東西62cm、深さ27cmを測る。

ピソトは14本検出された。ピ yトは佐川 lニ対して企l什門が主"，. 

番 形 規慎 cm
位置
11¥上
備1';

番 形 規悦 cm
位置
:1¥上
備 J号

号 平副断血 長径魁佳深さ 遺物 ZJ ドliij 断!M 民径帽径深さ 遺物

円 U 30 30 30 N~23 8 円 U 34 30 40 M-24 

2 楠円 U 31 20 3f N 23 9 円 U 22 22 35 N -24 

3 楠円 U 36 23 13 M-23 10 ドl U 26 25 28 N-24 

4 円 U 17 16 34 M-23 11 円 U 31 2R 26 N-24 

5 円 U 15 15 33 M-23 12 間P"J U 30 23 26 N-23 
6 情円 U 32 25 27 M-23 13 情円 U 36 27 24 N 23 
7 楠円 U 35 2u 31 M-24 14 円 U ぷ) 28 25 N-23 

第 1表 i号住居跡ピ y ト一覧表

~I~ り出し部は、先端部が良好に残存している 。 最先端には長桁円形大石が斜めにすえ泣かれて

山る。 その他の敷11は{偏平なkきさのそろった河原わが敷かれている。埋カメは山入U地設先端

やや凶よりに位置し、敷石面より 10cmドったところで確認きれた。

I主力メ硲J2，lfIfのJ型カメ内に1;12ヶの小際が存在した。埋カメは泣存状態が『止<. 1-1給、底部が

なく、胸部破片 L全周しないものである。

本住屑跡は、外縁環状列{，に直行する形で存イ巨するが 列石と{土h!;-の新旧関係は、!日l時期ある

いは相 ~íj後する時代と与えられる。

E41状ヂIJ石は、 ii:i物との閃果関係がとらえずりく時代決定をするのが難しい。遺跡全体としては

泣物的14は少なく全体的に加曽和JE11 - 1V 式 f\i~ の l二器が多い。 ~&úl正は tH 1:泣物から1111白羽JE IV 

式j明の所imと与えられ新しい時期iであり、デIJ:r，よりは新しいと考えら札る。ylJ寸H4物の時代決定
に唯 2号配iiの予IJ1i下に埋カメが存在するが、 JIII円相JE IIJ式}明のものでありト記新旧関係とも

一致寸る。

7 
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出土土器 (第5・6閃)

lは住居跡似り H¥し部に干Iイ「したJ111.カメグ〉良好な破片をJHfiしたもので、 j立白状態が必〈接合

1.1不ロI能であった 11緑、底部はなく刷百1¥片が15cmf、7の刊さ iN，ーしている。地文は RL縄文でl
本あるいは 2-1>:の沈線によリ rUJ'7文をrtl，(.、に文掠を桃成している。

2 -4は波状"*まである。 5・6・II. 12は口縁部である。 この波状111.まはこ角形を呈し11縁

青11に備位沈献をのし、日紋昔日無文イ11をイ!する。地文は LR縄文で「門」字状的iUiH耳阿1'1の縄文

をすりけしている。 3の波状u*ま[卓、 I'IHAkでTJ'i部がII1l状と 1"1'"外I而側に Iヶ所1"1みを有する。
口紋部に附i立のj虫続中IJ突を有し 地文に無節L縄文をl砲している 4の波状11紋はニ角形を呈L

T良部から縦にわずかなド世帯をイIする 11紋自1¥に横位沈線をの し、U綜古11無文慌をのする。地文は

RLで2-1三 対の‘|ι行沈線により渦巻丈が施され区 I'''il''lの縄文は Il'~iliされている。 5はU紋部に

償1立附起慌をイfし、 11紋部無文';;iを有する 地文無iiiiL縄文を地す。 6は、 111.生日1¥に償{立沈線文

を有 し"*ま無文イllをイfする。地文(よ LR縄文である。

7は、日fif.J深鉢である。i河台は 2cm制 上げ底になっている 胴加は九〈胃~1mでい っ たん〈ぴ

れ外反する。地文は RLで2本 対の if~ ド沈線、空白部から rn J r-'t今町沈線内を地し、この2つの

文様内をIft:H'iLている。 8-10は最下する 24区内沈線文 rUJ字文の組合せる文憾である o )也

文は 8はRL、9・10はLR縄文である。11の口紋は似Jl:[ I径11.7cmを測る。11縁部に泌続中l突

文を施 LJ也文 RLである。 12の似ノじ111子は 9cm、刷百1¥1比大作17.3cmをiJliJる。泊刷、かばちゃ土お

である。 仁11まは雌文で、刷mlは球状で2-1ζ対内陸fif によ け i~~:& を )I~I調 に した文械を施す。 外面には

朱塗りが認められる。13は綱部片でI也文RLに経ト沈線を馳iしている。 14-18は綾杉文を地文に降

借文、沈線文を施寸 19 . 20は苅台市J'，ーである。

o 5 
動f

じ=ぷ=ユ

戸
第5図 l号住居跡出土土器 (堤ガ〆片)拓影図
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第6図 l号住居跡出土土器拓影図
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第 7図 l号住居跡出土石器実測図

出土石器 (第7・8[苅)

本fi'l，号制、IH土イir.;';:は総数35内を数え その内沢はイ1倣2，Wi裂イ[斧3、打裂石斧4、[HJイ，-4、

!れ'イI1、イI1UI1、白リJ貯l、フレーク17、チソフどである。

1 -'1はIf守裂石斧である。 1・2は完形、 3は刃部側半分欠iil kささ ー石川によリ 2つの7

イフソ;'-({Uする。 1. 2はte文f'r裂で'1'形のものと 3の緑色片山製で太形のものに分りれる。
fill史J'(;-I

1-7は11製石斧である。 4. 51よ完形、 6 . 7は先端部を欠li1Lている。 4は小形で符円形

円形状に鰐形する 8は削器である。1T1(!iに向然1(11を令する 縦長剥l片を，f;村に 側辺古iに紺!部

IJII.1_を施す。 9-12は凹行である。 9は{也の凹イ[に比べ、細長い'*村を使用 し、凹古[¥はn}JU)jfであ

る 10I;I]'，-I(iIだけ[Hj部をイ1し、他1(11は謄行となっている。1削辺はよ〈使用している 11は片山1だ

けに1，占小[!J]をイTL、その周辺をたたきイ[としている。 12はJ何万でI両IfIiに小さな [111を令する。

13は断れである。桁円形の河原イIを止;村にτF廿1.{mをIr写っている。王朝[1に対して料に'，1刊札ている。
I1 は石川lの似dHJ'i である 。 側 1M か句~~[ffjにかけて火受けしている。 15・16は行骨院である。15

は，~I.]， I! ìl~ イl 裂でiは小品である 。 自タ人 Ilií は小範[It[に{[-イLする o 16は片辺刷l欠!ii品である o

11ー
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第 B図 1号住居跡出土石器実測図

-12-

/ 

h 

14 

。 5'畑

5'. 



2号住居跡 (第9図)

本fi:JJI{-跡は N-20.217'Jγ ドに位置する。住!日;は伝り，，1:¥LfflS を有する柄鋭形敷石f+'I，~ である 。

敷イI住居の確iiZは表土かり深さ 30Cmであり 、表土が住民!よ1111まで及んでいることと、厚〈堆t!lf

する唱色土内の椛築のため掘り方は不明である。

平而プラ/は掘り }Jが不明なた的外線の結石小石を線で結ぶことにより隊認された。 この柄銭

形敷石住居の主軸円規模は5.23mを測る。 この住居町五制!方位は N-20・ Eを測る。

肘住部は八角形あるいは円形を呈し、中央に炉を有する。その規模は南北3.42m、東西4.26日1

を i!lll る 。 居住吉日の敷石は中央か勺出入 u部にかけて良好であり、 fî~IBl部において小石が多数確

A
 

n
F
 
rL 官土 込

u ¥;)¥ 

L l 
j REPP O 081吾アョ
(8 埋ガト審f!].~‘ F t 

i ¥哩236EC
l 町民ぞ2 gc 

o 川 l
" (j  1) P9仇マ 1

--FL -QJ 

EPB 

九

m
A
U
h伊

戸EPB心ーι 一一よ 504.5M 

Cコ」ο一一一ー
EPC 504.5M 

. - Q，UO-

EPD ~4.5M 

一一 ζ三"'-/)一一一一一一一ζコ 0一一一一
o 

2号住居跡実測図 ==孟=ーヰ
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第 9図
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認された 他的部分にJ五L、ては残(I状況が不良である が辺部より:1¥入1，部町教イ!の J併は干(砧

に敷かれた状態であリ、 11\入 n 部と ~J~ 1) IHし部の篠山になてた状態的喋が確認された。埋カメは

:1¥人1-1m~ql央に位 ilt し 、倣イ I 長引で検:1\ さ れた 。 Jlll. カメト人l には 3 ヶの小慨がjHl した。 J11!.カメは

円紘却を欠制するが削村1¥・fl-{~'flí と泣 白状態がよ L 、。

炉は }j形状のイi*Jl炉てーある。

日

包二孟孟ヨ

‘逸品担調唖誠治"'"重

警望。
説覇踊

輔

官官10図 2号住居跡出土土総拓影図

-[4-

10 
t 

() 

三事反

2Qcm 

語醤圃F



ピ y トは不明である。

'il乏り出 L部は紋礼riを確認するが 残存状態はあまりよくなし」張り WL部は同住区より 10cm 

{立 I~.;î くなっている 。

本住居跡は内外被環状亨'I壬1町中に存在 し、住府と列石の新旧関係は出土泣物より同時期あるい

は相前後する時期であると考えられる。

出土土器 (第10図)

lは円紋部破片で推定U径38.6cmを測る。uほ古liには降411・沈線によけ桁円1><画丈を構成 L

情円区!Ifij問に円形刺突文を 2ヶイ{する。胴1}jjには 2本 単位で，rn'"する沈線区[耐iを施す。J也文R

L縄文に蕨T文を施す。

2は、住居跡出入uitj)に埋設された深鉢形土践でIJ紋郎を欠如する。!凡径 7.&mを測る ijJ，l部

仁l白!に不明瞭な縄文が施される。

3-8はU縁部片である。 3は波状Llほ卜に沈線による怜川区耐をもち、区山l件]に惚節RL縄

文を施す 。胸部に弔下する沈線がある。 4-6は口紋下に 条の沈線がめ〈る。 5はu将古1Iにボ

タン状M'I千jを有し、頂部に巴iみをもっo 地文RL縄文を地文する。 6I立無文である。 7は111.ま

に →条の降J15が施され、内IIUIJ特下には断l自l 角形の附';;iが条約ぐる。 8はn紋卜内Iffjに 条

町沈線がめぐる。

9はU縁部1'(下町破片で怖円J>(阿文を構成する。胴百liにIj2 4' .1j; 位で:!ß下する沈線1l~1 を明治

する。地文RL縄文に厳子文を地寸 。10は垂卜する 'UJ 日」の1;平総の区!lhJ1何に蕨千文を地す。

地文RL縄文を地文する。11は垂下する陪帯丈より[更画する。J也丈RL縄文を地す。121H!:行沈

線を垂ドさせJ也文RL縄文を地す。13-l4は 櫛尚状工T1によリ垂下する朱線文を施す。l5はド

鼓竹管による横方向 縦方向の沈総て前区岡き札、 卜却に十年状て具による刺突丈を施す。 16は深鉢

形上綜の低部で、ほ径 8.2Cmを測る。IJi"I古iにA下する条線文を岨iす 17は"百fims片でlj.1央は凹ん

でいる。18は、 U縁部突起でTI過する任 0.'刊の向孔を有する。

出土石器 ( "，111司)

2号住屑跡かりは 打製石斧 1， 1i:gl、円1I器 l 剥片10、計 13出が州十 Lている。

-ii:1:主(1) !.'.1色安山手f製の凶1f3の償t，石J也の欠航品とY41われる。つまみ古1Iの形状は不明であ

るが、 Ã:J~ ともに入念な平刊剥離で全面がmわれている 。

削器 (2 ) 珪賀貞岩の7 ェザー ・エソヂの縦長引!片を素材としている。打i師は節忠1111を手IIHj

している c コンケイヴしたメJ部は、微細な調整制!離で竹山されている。

打裂石斧 (3 ) n岩の縦長剣片を;};村としておけ、打而部に内然1Mを残す。 中心よリややJ，li
n!¥測に浅い挟リを人れ、分銅形にfE形Lている。メJ百liは非常に仰い込まれており 表袋とむに使

用故がt!n者である。

15 
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第 11図 E号住居跡出土石器実測図

3号住居跡 (節12図)

1'fU日J闘は、 o. 'P-21 .22グリソトにfJFil'iする fU日;li 'JJ<り1'1¥L m;をイパーる州銭形蚊イifi:I，';'
である 倣イifì:'，q の {J'ú~，J:.は衣1.かり深さ 40cmであけ、 I'i(JfH<'! した 11\色 l いl の桃築のた的 I~i り

})はイ、tリlであった

十1MフランはIf.ti'1 hは不明なため、外村の紋イj小イ1を線で紡ょことに上りW..2.された 本fU，';-

跡的 i軸の胤十位1;l5.23m を測り、主軸Jif占は N-30' Eを測る

'，'Hi:i邪は六!iJ形あるいは八角形を呈L、中央ややItiよりに却i1:-イfする その脱政:;IH~t4 . 24m 、

東州1.4川を測る 1，';-作品の!股イIはノ，ヰ:1:¥I.iJ! 1:lt til> 1:えぴ角』辺iil>にJHIな般れ状態をみる二とがてき

る イ『明j:um;rtifIllJ同町村E刊に昭リイiか2ャ村nllさ札た

がはJlII.~型力』である 11 伐に総状把下聖イIする深鉢形 u;;がMtL没され.イlキIl可 JILたない

ヒソトは不1I)jである

リJ，りn¥L日1，はlHIに残 (fしている h土'Id出には川 l'なれ'1IJ;{イlカf寸ぇ出かiLている JIllカメは蚊
イi，I( Fに2ヶ所椛Jされた 埋カメは山側体J七に JI ~.*川ふうにliI寸る

;f~ ( H';'~;は内外紋f現状告rJ1î1J\1 に存在する 仰|イ{と fi川町祈1111則係はIHL:.jjj物苛上り IIIJII初日|ある

いはキIlliiil五する 11年代 E4えら tlる

出土土器 (第13凶)

l は、 Jqt~~ である 11将却は欠JHするカ、IJ1%)己形町}主体形上加である 現高28.3Cm、蜘iJ;'i!Jllik

径 29.6cm 、陸部径 8.4Cmを測る /11.まは無丈トに 条町1;判!?ヵ、めぐり、防状J巴予を lャfi11，<2.L 

lNであると忠われる 把子卜高1，仁 LR縄文が施よされる 刷日a;にlよ不明瞭な縄文ヵ、砧iきれる

本上~~は部下でJI'常にもろい。

2は、 11<リ1'1¥L fmの肘住部t/-¥人 11m目近〈に般イilm下 8cmの叫で村HHきれた LlH:古1;を欠如する

16 
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第12図 3号住居跡実測図

底径1l.3cm、現出13.2cmを測る。胴部には櫛状工具による条線文を施す。底部は中央に!古]けて

凹んでいる。 3は、張り出 し部先端部に位置 し、敷右前下 5cmより検出された。口縁部は欠jJl

する。底郎役 6.4om、現高12cmを測る。胴部に不明瞭な縄文を施文する。

17 



第/3図 3号住居跡出土土録拓影図

出土石器 (第14図)

O 
I 

3号住居跡からは、石皿l、石俸l、凹石2、計4点の石i株主Iiが出土Lている。

locm 

石皿 (1 ) 浮石質安山岩の石皿欠航品で、破損後火受けにより、赤化、スス付着がほぼ全面

に認められる。

石棒 (2 ) 変成岩製の石棒の欠m品と忠われる。表前1に/;;:，位打による整形痕が認められる。
凹石 (3、4) 両者とも緑泥片岩製の凹石て降、表裏而に凹みを持つ。断面的形状、表而円高t

打による整形痕等から石体破損1去の転用と推定できる。

一18ー
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3号住居跡出土石器実測図第14図

(第15図)4号住居跡

本{王!斤跡内附liZl土表|かり深さ 40cmi立てaあり、尽く本f:ie)日;町、は 、Q-22グリッドに{立iJiする

J佐官tした;.1.¥色土l吋の椛築のためjliリiJは不明であった。

'f' 11'1プラ/はjl:eり万が不明なため、'J:JjJlぴ11¥人U自;埋カメの副t骨ffiより円If)!-Iff;"する。

十士制万!立L!N-8'-Wをぷ1。佐川内にはまばらにこ{主!同跡の脱肢は!{t;Eで 5.6mを測る。

ぷL大めかI原イ!カ、，Iiイ1する。

炉は JJ形状のイl組旬』で 、東tRにfJ.(状b↑j旦Qの似イlを2枚弔 jJイヤそ士、7てており、北 ・[J4G，tは河原イl

を)Ij，、る。南I:;tは峻プ"tf.1iせず、南凶コ ナ 出;に刷tmを全周するよl*を帖iしている o '4;の規校

19 

は南北55X束尚58Cm、深さ24cmを測る a



ピソトは不明である。

J!1lカノはH¥人 11部に位置する。JIIlカ メ確ri2，[ffiの埋カメド、Iには 3ヶの小型聖及び本}里カメと y{なる

土持片3片が作在した。JII!.カメは口縁部 lit部を欠!iiするか、目同日1)のみを全開する。

本住居跡は、内外紋現状ダIJ石11司に有在 し 外紋北側で接する。列石と住Jrlfの新旧I'fli系は Hi 

土iii物等より|百l時WJと与えりれる。

出土土器 (第16図)

1 . 2は口縁部片である。 1は口特下内側に l条町沈線、外側に 2粂の沈線がめぐる。 [1 -ff剖i

及び外側の;tWlgJに3倒的刺突文を施す。 2はU紋古J¥と刷古J¥にLR縄文で;]"J状縄文を陥成する。

3 は I也文 R L縄文を地す。 4 はtJ\入円部に埋設された JI Il. V~ で、 H阿部のみを全周する 。 現高15 . 300

を測る。沈総による懸垂文|削を陪消縄文とする 。 地文 LR縄文を拍:す。 5 は炉南コ ー ナーに J~ ，泣

きれ、刷古J¥を全周する。現前11.6cmをi!ilJる。j1孤文rr日J を構成し、 RL縄文を施文L、施文部

に懸垂文沈線蛇千丁、 I~'!}m音1\に敵手文を施す。
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第 15図 4号住居跡実測図 =ーュ
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2 3 

第16図 4号住居跡出土土器拓影図

5 -8号住居跡 (第17図)

o 
t 

o 5 cm 

じーーーー=

20cm 

5-8号住肘跡は、x・Yー 14-16グリ yドに位置する。住肘跡確認は表土から深さ4lkm程の

ローム而で行われ、本住居跡群はロ ムI師を帰り込み、重wした形で検出された。
{王屑跡群の新旧関係は出土造物のきわめて少ない上に.耕作が床Ifjiまで行われることなどから

岡雑であったが わずかに残る掘り込みと泣物専より 5号住凶→ 6号住陪→ 7号住居→ 8号住肘

と限l係する。また、牛:住肘跡併に重悔 して土坑7基が検出された。

じ

+一
8号住居跡

5m 

d 

第17図 5-8号住居跡群実現i図
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5号住居跡(第18図)

本住か;跡は、 X

-14グリ y ドに位

置する。住居湖、東

相IJは道路拡張の際

切リ落とされてい

る。

平1Mプラ/は円

形を起する。 その

規模は南北5.05m、

東西現存3.49mを

拙IJる。

底1111は ローム

を堅くかためられ

ており、 I也)F;にそ

って束制IJに傾斜す

る。

炉は JJ形状の地

焼炉である。その

規棋は南北9Gcm、

東西80cm、採さ15

cmを測る。炉の南

側に南北97cm、東

西69cmの方形状に

焼土分布が確認さ

れた。

ピソトは 10本が検出されたの

¥、P5

v .~ P6 
¥)0 

b 

A
 
P
 
E
 

E 

b l 

ヨ

。 2 • 

第 18図 5号住居跡実測図
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ぞう

; 焼土

、
¥ 

A
内P
 
E
li--

番 ~， 規投柵
1;' 置
IH上
イ繭 'f 

需 ff; IJ!怯 cm
枇 i置
IB上
焔Y;-

与J司 平副紙面 1;;佳短径深き 遺物 'f 平副断面 J-;tt王恒佳探き 遺物

i 時円 U 46 35 13 X-16 6 P1 U 14 ¥.1 30 X-15 

2 陪円 U 33 31 10 X-16 7 円 υ 日) 49 71 X-16 
3 同 U 33 30 34 X-16 8 円 U 35 33 38 Y-16 

4 情円 皿 却 25 II X-16 0-'量権 9 楕円 U 43 3D 20 V-16 

5 情円 U 40 20 26 X-15 10 方形 U 16 16 6 Y-16 

%d2 

第 2表 5号住居跡ピ yト一覧表

本住居跡は、西側に5号住肘跡、 7~~.f上川町、と切り合う 。 北 t;;~~ に l 号土坑、炉内側に 2 号土坑

南墜に 3号j坑が検出された。

22 



6号住居跡 (第19凶)

本位!日;跡は、 X-15グリソドに位置する。'1'1自1-7ラ/は1")形を呈し、中央に炉を有す。規校は

がを中心にTf{!壬4，7mを推定する ほ1Mは、緋作によリ残(r状態がきわめて忠〈 本住居跡床1(1[

は西相1)及び炉周辺"CfJU:Ii2，さ札た。

件jは、行形を呈し河原石を立てて構築される。別十立は南北 36cm、東西 33cm 、深さ 17cmを

測る。

ピソ トは16本検出された。

A
 
P
 
E
 

A
内P
 
E
 

(C") PI 

P2 

空三
I{)) 
P 16 

ロ P O 15 
P9 

Q 
t空空。

P 14 

P 13 ②。
ノPI日 P 11 ， 

、O O P 12 〆

O 
ノ

〆
F 

503.9cm 

EPB 

U Lノャー11一 間 9cm
EPC 

第19図 6号住居跡実測図
o 2 ;n 

一一一
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需 ffi 組問 cm
位置

H¥I: i街>;.
骨 時3 組陪，m

{立直
11¥ i: 
f桁巧

4f 平1M 断刷 ldY:匁u壬深さ 遺物 号 平i緬断耐 l:.dt 免i佳深さ 置物

1 柿円 皿 50 37 17 X 15 9 円 U 19 18 40 X 15 

2 円 U 31 31 29 X 15 10 円 皿 30 26 28 X 15 

3 怖円 皿 60 39 24 X-15 II 愉ドI U 20 13 50 X 15 

4 情円 U 22 21 28 X-15 12 円 皿 45 43 II X-15 

5 楕円 U 43 30 38 X-15 13 円 U 31 30 65 X 15 

6 円 U 33 33 55 X-lS 14 円 U 20 18 43 X-15 

? 円 U 21 17 27 X 15 15 円 U 13 12 29 X-15 

8 円 U II II 13 X-15 16 円 nn 26 23 18 X 16 

第3表 6号住居跡ピ y 卜一覧表

7号住居跡
(第20図)

縦十免は、南北

3 . 75m 、~[阿

3.7 m を測る。

炉は{土川跡

中央に位置す

る 形状は土f

背5てサロf/Mイ:を

正ててt世築さ

れるロ出皮肉

イIは欠Ii!L、

i叫 f:t~ は炉氏よ

りはずされ、

痕のみを残す

胤十日は南北54

×東西43cm、

深さ19cmを測る

ピソトは 15~'村uH:された

本住居跡は

X . Y - 15グ

リァドl二f立Ia

する。ギ Ifllプ

ラ/は方形状

を.EL、その

A
M
n
 p
 
E
 

P5 

O 

IEPA へ

-fト一一-LI--、¥¥々
G O f 

哲三Jkf
QV 

EPB 

EPB 

φ 

O A O /ー-
0-6 P8 

C 1 0-5 

w 
-ー一二二戸~-=一一一ー

も P9
A
M
n
 p
 
E
 503.9" 

O 

2 m 

第20図 7号住居跡実測図

4'fH';跡は、北開1)で5号6号H:}，r}制;と、収11聞は8号fi::I，l;-iifj:と切り{j--;。 また、西コ ナーに土

日;;:)1，を多量に山上した 5 "S土I充 、 市コ ー ナーに 6 号上坑、 ~i l :，~r ! J 央に 4 号士士立が験IH された。

-24 



認存 続 別院 cm
位置

出土
協 A管

品 形 脱棋 cm
位置

出土
備考

号 平[m 断刷 長佳恒径深さ 遺物 号 半l師断凶1i云径恒世深さ 遺物

l 楠円 U 20 15 34 X-15 9 円 U 26 25 " Y-15 2 円 U 19 18 40 X-15 10 情円 m 36 21 15 Y-15 

3 I t'fj円 U 30 20 37 X-15 11 I~ U 35 30 15 Y-15 

4 棺円 U 25 21 17 X-15 12 I司 U 40 38 18 V-15 2t1幽E 

5 時円 U 19 13 50 X-!5 13 円 U 25 24 31 Y-15 

6 ~J υ 24 24 10 X-15 14 問 U 34 24 49 X-15 

7 円 U 32 31 39 Y-15 15 14 U 19 19 34 X-15 

8 償問 U 33 22 30 V-15 

第 4表 7号住居跡ピ y ト 覧表

8号住居跡 (第21図)

本住出跡は、 Y- 15

Z- 14・15グリソド

に位置する。

平I而プランは円形を呈

する。東開IJは道路tJ1:iJ長

の際切り落とされてい

る。規棋は南北5.38m、

東丙J)!存 3.3mを制[Jる。

住!国跡やや北丙よ り

に訂組炉を検出する。

炉は太形町河原石を

用いている 。 ~t慢の礁

はカクランにより散在

している。土品校は南北

!iI定54cmx点西69cm、

深さ31crnを測る。jHjコ

ナ苦Bに胴再iを令聞

するオ~1iを検出する 。

ピソトは14本検出さ

Il た。

丙t:;t:において中1u20cm-

38cm 深さ 16-3仰の

周 r1\~ を 1. 3m の範囲で

検U¥された。

北限に 4日一土士Ji.、炉

~t丙に 6 号土坑を検出

する。

A
 
P
I
l
l
-

E
 

e:P6 -

印ロ
ω
岨
h
4
4

B
 
P
 
E
 

A
 
P
 
E
 

503.9m 

n 2 m 

-一一ー
第21図 8号住居跡実測図
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番 形 規模 c.
位置

出土
備 A号
lfi 庁Z 規出 c.

位置
Il¥土
備考

号 平[同断面 民桂短t毛深き 遺物 4戸， 平rfli 断凶i長径短佳深さ 遺物

円 U 41 31 36 Y-15 8 栴円 U 32 25 ¥1 Y-lS 
2 ドl U 13 12 24 Y-15 9 円 U 42 39 ¥3 Z-15 
3 円 u 24 20 18 Y-15 10 円 U 30 26 12 Y-14 
4 時円 皿 25 18 15 Y-15 11 断円 U 36 28 33 Y-14 
5 円 阻 25 23 8 Y-15 12 術開 "1 6D 45 14 Z-14 
6 惰問 U 33 22 30 V-15 13 情l可 J¥l1 57 28 ¥9 Z-14 
7 円 U 26 25 44 Y-15 14 情円 υ 48 30 27 Z-15 

第 5表 8号住居跡ピ y ト一覧表

5号-8号住居跡 出土土器 (第22. 23図)

出土土器は細片のうえ占数が少なく、住Ji!j-跡関係18占が121化採拓できた。

1 - 7は5号{王府跡出土である。 1. 2 は口縁部片である。 1 は降帯による il~YJi文を施す。胴

昔日は一条町1;を41がめくる。地文は LR縄文を地す。 2は除措による桁円区伊'1を地し、1><:]Ilij内に R

L縄文を地す。 31立、口縁部前下町似片で2本の降併がめぐり、その1mを且ド故竹告による斜h向

の沈線を施す。 4-7は!日!一個体と思われる。 2本一単位で垂下する1;制作により区画され、|冷帯

内を麿消する。J也文に綾杉文を施す。

8 -10は6号{主Mi-跡tH土である。 8は11縁部片で、仁i信部慨文41;下に 条町i世沈線がめぐる。

9は、沈線による懸垂文を施し、不明瞭な縄文施文内に蛇行懸雫文を地す。10は、 2本-lf! 1.v~ tJ) 

1;辛子wによる懸垂文IHJを謄消 L、地文RL縄文を斜佑子状に施す。
11-13、第22図は 7号住居跡出土である。 11. 12は口縁部破片である。11はU縁部に1;制17 沈

線による渦巻文、桁円区]rhj文を施す。胴郎には 24' 単位で垂下する沈線を施す。J也文LR縄文

を地文する。 12は、仁l将部に恥，'，11:の一条の沈料lをめぐ句 L、!任者?、沈料lによる渦巻文を岨iす。

13は、 U縁部直下町岐片で険引文を砲し、)阿部に半戯竹告による沈線を料方(it]に地す 第22図は、

推定口径22仕 mを計る。口将部無文部下に附九万形状の|年叩 沈線区同I文を地す。刷部は 2-1よー

単位で母下する沈線を馳iL、沈料U.:Z1血l内を障害消する。J也文 RL縄文を地文する。

14-17は8号ft明跡il'r土である。14は炉埋カメである。 現高 8酬を測る。 11*-*柾文市下に 2

粂の沈線がめぐり、沈線1:11に体状工具による刺

突文を施す。刷m;には叫し線による 「日J 及び蕨
千文を施1。地文は LR縄文を地文する。比較

的市干の土日出である c

15 . 16はHキ状工ILによる刺突文をイjする。15

はJ也文無文内に沈料Ir日J を施す。16は筒状工

貝による条線文を地す。171よ険fiiによる蕨手文

を地土ーする。地文に不明瞭主縄文を地す。

第22図 7号住居出土土器
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守物
bGHJPl  

ぷ詔態
勢参r;、
F4、 ~I
司軍高炉 11

9 

第23図 5号住居跡-8号住居跡出土土器拓影図
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出土石器 (抗24・25凶)

5-8号{正1，1;'跡からは、打製イi斧4， If月製イf斧 I， ;rj 1肱11、イI封1:I、担l片26、叶g-113、，.1-156

'，'.iが出土Lている 0-:1，';'の ifi;阪、間 l二円状況かり数占を除与、その品IUeiへの叫凶を明確にとら

えることは不"TijEであった。このためこニに ;f; Lて報;片するニととする

;1製イ1斧 (抗241ヌ1I-4 )は，IH色t({';.製で開皮1Mを践し、 kき〈均的している おそら〈

IJ;(イ[のよ皮I(IIをよ村 として伎町 LたLのであろう。 Y-157リ y ドから11U.:.Lた 21よ{ゆi';.製円

分)・1 いぷ什を I'HII している 刀自1>欠m品である 。 mj .fll~[(jjが~Jîfi:なことより目ji'l'で'，liIJれた Lのをよ什

とLて使用した Lのであろう 8りf1:I，I;跡よリ n¥t. 3 U:5~少行製、j.)iillのみ子 Z - 14 グリ ソトよ

りtH土 Lた 4は1.1.¥色(('(.;-製で刃i刊のみで、人念な調tHIJ離が1mえられている 8 ~;'fj-:III:' 跡より

11¥ I'. ~ 1 -4 'i ~ 、ずれむ使用抗、業 ，，"'( ~iiは同l 片でもい

Ji~ ~~'{i 斧 ( 筑 241'''1 5) 蛇紋行裂で)J1'11}側、|三分のみ残す。阿片主刃二11"れがよLられる よ1(11

は八念に，Ifll'， されて jj リ 、訓悼の際的;::iH1 世い~U: 6ir 112.できない Z-14グ'1ソドよリ 11¥!:. 

イ[鍬 (U¥25凶 1-11) 1-10は，1，1，1，11(，'イI裂、 11は長岩製である ，'.I，I，!!lfl {i製のも のは il '，~;~~えの小

:，IJ)'，'をぷ付と L，，刈税制離を入念に加えて幣形Lている IIは陥1<的判)'i"" iJjい、 I，';-Jj立にわずか

VUU 

~ I 

く~ 2
第24図 5号住居跡-8号住居跡出土石器実測図
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l畠議 oム

~ -A-A 0-A-A 

0 -~-幾十金\- ，~，~ 

l 品~. ~ 
く二コ 8

第25図 5号住居跡-8号住居跡出土石器実測図
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な制l離を地し尖頭部を形成Lている。 1は5号4住182;跡より出土、他はYー 15グリッド出土である.

石錐 (mZ5図 12) 貝刊誌石製で尖端部のみの欠jJl品である。 7号住居跡出土。

f向JJt. fi暁g-類 例片 砕片で特筆すべきことは引sM::riが全体の 9~I~J以上を占めている点であ

る。組成中、出版石盟の石器が卓越Lて存花するニとと、調整抑l離によると忠われる小破片が多

いことから、おそら〈原石を遺跡内に持ち込み、この場で7ï:t~製作を行っていたものであり、そ

れを*付けるものとちーえよう。

nu 
q
d
 



2 土坑

l号上坑-7号土坑は、 5号{壬1吊跡-8号U:lI1;'跡に ifi践して確『認された。特に 5号 Iニ坑よりは

縄文q'則的土搭片を多量に出土する。

8サ上坑-19号土坑はおもに 1-157リッドに'trl'して検出された。10号上坑-14 --'，}土坑は

HdUJ則係を示す。 14 号士坑よりははば完Jf~ の深鉢形t ?，1i:が床聞の平偏の石町 1 に横になってつぶ

れた状態で検出された。

G-L- 15グリ yドでは、表土よリロ ム1MのJ:¥jに 80Cm皇内北側山地よりJui峻したれ塊に加

われ、 i;1*内には縄文中期!の土器片が多祉に検H¥された。

酢 形 緩慢 (cm)
位置 tl¥L直拘

t品 Wi 縦模 (Cm)
(Ji:置 :1¥ 仁遺物

'i l'的1断姐j fH季初珪深さ LJ l'出断'" !k佳たi径深さ
l 1'1 皿 "' 78 42 X X--116 6 11 I~ U 55 59 1-15 石器

2 十台円 皿 85 62 12 12 円 1可 79 27 15 土器

3 円 U 政) 80 35 Y-16 13 円 U 74 53 1-15 土器石器

4 I~ 皿 112 99 23 Y-15 14 ドl 皿 85 27 1-15 i二器ーイf器

5 I~ 
血U 
153 147 113 X-14 土器石器 15 ~I U 101 l曲 60 1-15 上器

6 4、必 127 113 61Y-15 16 は17 U 58 5.1 15 

7 1'1 皿 120 107 41 Y-14 i i器 17 U 62 55 H-15 

8 14 皿 72 72 15 1-15 18 働問 皿 75 42 1-15 

9 情 I~ U 76 55 40 15 μと 1'1 U 1α) 84 6.' L 15 イ{器

10 f'1 nn 50 20 15 土器

第6表土坑 覧表

2号土坑

-cD-
~ 

5号土坑

込 ダ、、ー一一~J 句

( 0 

ミ/ 't 

、、
. 4号土坑

~ 

7号土坑

L一一ノ 31 

、、
3号土坑

A
V
V
 6号土坑

o ? m 

一一第26図 1号土坑- 7号土坑実測図



O~ 

Q
〕

、

貯リJ
] 

\~ 
第27図 8号土坑-19号土坑実測図
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土坑出土土器 (第28.29図)

5号土坑 (第28凶)

1 -3. 7はn縁部片である。 1-3は11紘担文帯下に一条町附却を施す。 1は刷百11に垂下す

る陀'Mi文により無文区I曲と縄文地文区阿に分けられる。地文はRL縄文で羽状を呈する。2は無

文である。3は、降術開iに指圧による1"1を施す。4は、口縁無文干W-fに一条の沈線をめぐらす。

地文はRL縄文を施す。 5は、口縁直下町破片で降帯による桁同区幽を施L、区l面内にRL縄文

を地文する。6.71i降骨1・沈線により区附され、区画内を隣消する。I也文は共にLR縄文を施文す

る。8は、垂 Fする沈線区画をもちJ也文LR縄文内に蛇行懸垂文を泌す。9は、無文術内に不明

I療な縄文を施す。10は、険帯による宮L行懸:ifu文を施し、 I也文は半献竹管による綾杉文を施す。 11

は、 lとi司一例体と忠われる。 12は11紋無文.m:下に微附慌を地L、縄文施文部に同する。推定U

径41.4cmを計るk形深鉢形の口縁部片である。1最隆帯下はLR縄文を羽状に呈する。

32 



面閉胆盤畢

惨I'"'-"-b 

錘 軒高

第28図 5号土坑

出土土器拓影図

相対ir)
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10号土坑 0'¥291司、 16)

口綜剖)J'rである。口緑無文iiF下に LR縄文を施す。

12号土坑 (第29図、 17.18)

17は、 n林郁片である。日縁部に降骨?による怖円灰IIII[を施し、区画内に体状工具による述続し

た ~lJ;，.文を馳iす。18は、 1-1紋古J，[[下町破片で、 24'ー単位向沈線をめぐ句せ区lrhlする。J也文に R

L縄文をJ血寸 。

、.、.. 。 locm 

16 議Jl矧前

第29図 10号-15号土坑出土土器拓影図

-34-

o 5 Jocm 

← 一 一



13号土坑 (第29凶、 19・20)

19は、 [11--ま古15Jtで、綾杉文を施す。20は、 [1絃部[fI干の破片で、 2~ζー 単位向沈似をめく・句せ

区画lする。地文に LR縄文を施す。

14号土坑 (1!l29[司、 13-14，21)

13は、彼JC[ I/:壬22.7cm を ~t る 。 [ 1*企部は降怖により文様[>{II[ljされ、区画内に RL縄文を施し 、

2，q;;-ljif止の波状ドト出を施す。111_創刊ド無文，111をはき みI也文RL縄文をし、 3本-Ijlf立の半戯竹

官によるit線をめぐりし、 34三一恥位のit線を垂下させる

14は、 11筏 17.8師、現高20.6cmを計る。1，(部を欠JiIするキャリパ形深鉢土慌である [ 1綜部に

2 本及び 3~ の附却で半円形区 llhj を地す 地文に RL縄文を地す。

211;1、仁1紋m~に内向する 。 u縁fflS は附併による桁円r"[I[ljを施し、区画内に下位竹竹による 位

へ沈線を地す。

15号土坑 (1!l29 [，[、 15・22. 23) 

15は、復元11径24 . 8cm を，rr る 。 11 紘m~下に 24二 単位ーの'1'舷竹11による沈線をめ ぐらし区画す

る。l在41による厳千文を 2Jjlf立に施す 221;1、降，;17 による厳千文を施 し 、附{!~:Im に体状下 ltによ

る連続期J，z，文を地す。23は、深鉢形 tmi:Tl，t-fflSである(復元日後160mを計る。沈線により懸垂文を

地し、懸垂Il¥IをlitiiiJjする。

出土石器 (第30図)

第5号土坑

凹石 (5.7) 5は半面欠IJI品である。片l面に一つの凹み と、一端に破打痕があり、 77キ

石としての機能 b有 Lていたと思われる。 7は表裏各4ヵ所内問部を有する。

第7号土坑

打製石斧 (4 ) 黒色安山岩製で‘万吉[111開半分は欠JJIしている。

第11号土坑

削器 (2 ) 黒色.p:岩製で、半分が欠JJIしているが、縦長制l片を素材と し、長軸に平行な三側

縁に細部加工を施し、刃部を作出 している。

第13号土坑

石鍬 (1 ) 安山宕製。

第14号土坑

打製石斧 (3 ) 虫色頁岩円分厚い縦長押l片を素材とし、短冊形に整形Lたもので、 使用、装

着によると忠われるポリ ;1:/ュが認められる。

第19号土坑

l空l石 (6 ) 

磨石 (8 ) 

表裏面に各 lヵ所["1みを11するもので、転イ7を利用している。

表裂I師ともに作業而として使用されており、}世減により平坦化Lているが、周辺

は風化によりきわめて脆〈 、一部を欠航する。
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3 環状列石遺構

本遺跡は、遺跡舌状地面上に、 二il1の環状を呈し人Jiftkか句こぶしkの安山お艇を集めた Lの

である。 泊tlVt確認は表土から深さ40cm昨日後であり 、北官IIJIH!<堆fl'!した黒色土内、南側はロ ム

l(fi上に構築される。

外縁は、 L-21. 22、M-22.23、N-24、0-23・24、P-23・24、Q-23、R-22・23グ

リソドにおいて良好な残存状態を示し、亨IJィ;は地形に沿って外Ii刊に必リ出す孤をえがく 。 また、

R-14、5-14・15、Tー 15. 16 . 17・18.19.20、Uー 16グリッドにおいては‘内環と重俊し

て畷を散在して般H~ された。規悦は南北39m を推測する 。 北辺を 4 つの配布併に分ける 。 1 号配

イ i.m~ は、 L-21 . 22グリソドに位泣し、東l'y2.1m、南北 1.6m内に、巨石とそれを内む偏平な河

原石による配れ 2り一配石群は、 L-22、M-22・23グリッドに{立;liL 、 ~n向l7 . 6m 、南北I. lm

を測り、 I サ~G.{íl洋より東側に lLJ 住居跡まで石被みされた帯状的配石。 3 サ配石群は N-24、

0-23.24、P-23・24グリ yドに、立イ1且び巨石を11'ない、 1!l1:壬 5.5mを推測する環状を呈す

る配石。 4り配石群は、 P-23. 24、Q-23、R-22. 23グリ y ドに位置する点凶0.6、南北Ll.6

rnを測るイl'i状の配石である。なお、 3号配イit，と、 4号配イ7併は、 0-24グリソドの立イ[且ぴ巨

石、それに接する配イIを共有し、 P-24グリソドにおいて分岐する。 また、京辺部において 4つ

の配石併を検出する。 5号配石併は、 5-21グリッドに位置L、点西1.0m、南北1.0mをiJIIl'J方

形を呈する。 6号円以itl'は、 T-20グリ y ドに位置し、東凶l.4m、南北1.2rnを測る三角形を呈

呈する。 7ザ配石群は、 T-19グリァドに位置L、京11Ij0.5問、南北1.2mをiJIIIる帯状を呈する。

8 号配石川は、 Tー 1 9 グリソドに位置し、 車両 0.5m 、 Itî~t 0.9 mをiJIIIる fll形を呈する。

9~子商己イ{昨は、 T- 19 グリ y ドに位置し、~[[尺í O . 84m 、南北0 . 95m を測る三角形を呈する 。

内紋は、0-20.P-20・21グリ ソドにJ:::i~、て良好な残存状態を示 L、外環が地形に沿う のに

.t-tL 円形を皇する Lのと思われるo その!J!.悦は南北29.5mを推iJIIIする。 F人Jf車内配布仰としては

4ヶ所がと句えりれる。10号配イ;1併は、 0-20、P-20・21グリ ソドに{立政L、東丙 S.8rn、南

北 1. 7rn 的情状に外側に ~R り 11.\す孤状を呈する 。 1I号配イ[群は、 P -20 . 2 1 、 Q -20 . 21グリソ

ドに位;liL、¥Gサ配イi"H下来日開より派生する小j現状を 'tJ.し、焼肢は山径 4.1rnを推測する。12号配

布鮮は R-19グ1).'j ドに位，iiL 直筏40cmの礁を中.L、に三角形に小礁を配する。その脱線は.

*jJ[j 1.0m、南北 l.lmを測る。

南辺にJ:::i~、ては艇が依存しておリ 外紋 ・ト人Jiまが京阪しているとllわれ配イ[併と Lてはと句え

るのは悶雑であり、今後のぷ題とする。

西辺にi:n、ては、同北側斜1(liより流下したれ塊が被い、それを除いた艇をdミしたものである。

現状手1Iイil人i出土法物は、両日1をh'i成する町告の代用としてmいられた凹石を始的、石斧、イI十年な

どとともに少誌の土滞日ーが出土 Lている。いずれ t111l 1;~1 手 1IE IIIml且ぴBeta利1111WIの土器片であるが、

)H:の口、IVJUJをL共存するが、これは配イl桃築時における出入と与え勺Il.る。なお、本立I隣町

時期決定するものとして、 2号配布下における加円相1E 111 J~Iの埋ガメ、 N-24 グリ y ドに焼土 と

Jtに検出された守千1I111 IUIの坪ガメが考えられる。
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出土土器 (ヨ，35-40図)

第3WIは、 2 号血:石t干の l 号住居跡 1則に埋設された坦l~揮で仁i縁部、底部を欠封lする 。 王JL~ム~34Cm

を;1Iる。 IJt.t古1¥下に斜方1")の2本一単位の沈線を施し区画する。刷部には 2-1三一単位で垂下する

沈線を施し、区阿111]の!軒両部に蕨子状懸垂文を地す.地文に RL縄文を施文する。

白0361:;<1は、 N-241・リ yドに焼土を含む積土内に開設され、 打線部、底部を欠航する。現/M8

さらに 2本一単伎で沈線をめ <'らL、

文様区jlhjをなす。r.t線上に 4つのつまみを有1ると.¥!，tわれる。胸部は、降.1tiによる雫下する 2本
LI 縁部下は半載竹包による斜}j[白lの沈線を地す。cmをalる。

一単位で、 l本は渦45文を施すものと、波形A:下により文様区間をなす。渦巻文内は、半鍛竹??

による却1;，.文を持つ。地文は半載竹管による沈線的懸屯文を施す。

1n 37t<1は‘ M-23、 N-24グリソドより Wtし、 13J住J1:'跡と時期的異主る土器群である。

) -3 は[J綜部H~ である。 1 1.1 n縁部に恥1広町波状沈線北び沈線による格円区同'[文を施す。

胴剖iに1.1、沈線による 2本 単位向懸垂文と蛇行懸垂文を施す。地文は LR縄文である。 2 1.1 

U幹部且ぴ日縁部にへラ状工具による円形の凹みをイfし、 さらに怖円区jilJi文を施L、区画内に櫛

幽状工只による条線文を施文する。胴msには地文RL縄文IAJに沈線による蕨手文を砲す。
円縁部に2条町沈線医岡を砲し、区IllIj内に RL縄文を地文する。

第35図

急降、
叫ぬ

も法
IQcm 

配石出土土器拓影図

民向ザ1!ρ
弘川、 J4T写¥
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トペ康

i i!i鋭
、 ~V. 、月予令叫
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4 . 5は11縁部下町土器片である。4は、 2本-'111'立の沈線による「日J 字文を施す。地文に

RL縄文を施す。 5はU縁部隆帯区岡下で沈線による懸垂文と蕨千文を施す。地文LR縄文を施

文する。 6-9・11は、沈線による懸垂文I'!Ilを府消した土器併である。地文6と8はLR縄文、

9 と 11 は RL縄文である 。 11 は、底径7()cm を~;fる 。 1Oは、浅鉢土:1>口縁部片である。 n特部に伴

状I.!..t-による文機構成を地す。12は、底部片直径8cmてe版部にへラ壮工具による井ゲ7状文線を

施す。

~138凶は、 0-23 グリソドにより出土したよ総併である 。

1 - 3は、 LI縁部片て1両巻文及び桁円区日'I文を凪iす。 1l;t 、沈線により施す。 2・3は陀イ日ーに

より施され、持問区I同内に櫛歯状工具による粂線文を地す。 4-71止、 口縁部直下町破片である。

4は、附帯沈線により区画され、地文に L縄文を地す。 5-7は、降帯によリ文機区画をなし、

5は 怖f布状工具による。 6 . 7は、半載竹)jにより沈線を地す。 8-13は、半敵竹1J;による地

文を施す。14-16は‘ 2本且

ぴ3-1>:ー単位向沈線による懸

垂文HlJを府消する。14. 16は

LR縄文、 15は、 RL縄文を

地文する。

~139凶は、配石内に散在す

る1m，;t" -1'1) E IV J附11'芋の土器群

を-Mする。
1 -[[は、 u~~dll}片である 。

[-8は、 it線により、 9は、

附骨?により文様区画される。

3 . 8は、 uH:iIilSにHド北九1二14

による刺突文を馳iす。 1. 5・

6は、 RL縄文、 2-4、9

は、 LR縄文、 7、10は、櫛

前状仁nによる条線文、 11は、
RLの，J;I状縄文を地文に地文

する。12・13は、沈線による

文様[i{iilliをし、区[llij内をl岩消

する。地文RL縄文を施す。

[4 . 15は、垂下する附借によ

り文線区幽する。地文RL縄

文を地す。16-20は、宇佐竹

'u'により文様構成する。

".; 
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21 . 22は、体状工共により、卓Ij突文を施す。

第40図は、配布内に散在する加曽利 E lI期利 l等のt総r.~である 。

1-8は、 111.企部及びそのil!下町破片ーである。 1-5は附fi?により文様区画を施す。 3は、 R

L縄文、 4は、 RL縄文を施L、他は、半載竹竹による沈線を地丈する。6・7は沈線により文

様!烹幽し、 RL縄文を地文に施す。 8は、作jk仁れによる刺突文を馳iL、沈線による蕨千文 ・里子

垂文を地す。地文RL縄文を地文する。 9. 10は、沈線による懸1R文に文様区l珂L、l正Itlij内を!rf:

ri1jする。地文RL縄文を施す。 9.10は、叫L線による懸!I'.文に文隊区間し、区間内を品苦悩する。

11はほ筏 5.5CmをJIる無文町小形深鉢土踏版部片である。12は、 rlf，北部とl底部を欠Ji!する深鉢形

ロ
o 5 locm 

一一一一
第37図 配石出土土器拓影図
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仁械で、 rt線による rUJ午状の枠状反{耐lを施し、 f晶状把千三を持つ。縄文施文部とJ会消部は rUJ
rOJ '{:且ぴ厳手状文区画的組合せによ っている。縄文はLRである。13・14は、 n縁fm直下

町岐)~でドトil? により文様区画 L 、区画内に、ド依竹れによる縦伎の沈線を臨す。15. 16は迎孤文を

ぷtl¥する。地文は15でLR縄文、 16で粂料l文を施す。

tq袋、

第38図 配石出土土器拓影図
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第40図 配石出土土器拓影図
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出土石器 (第41-44凶)

円c.::[i:HIこのイ i (，~Ui としては、打製Tî斧 5 、イ I 十年 2 、多 l"l ，ï4、石11[4，Jl"l石12、“1-27l.iが砿ed

されている。

rr製"斧 (~ì4 1図 1 -5) は頁石町議付を抑l離軸に対しイir.1i:長軸が斜交するよヲに使1lJL.、

周辺加工を lーとした調挫争I[離てー綴形に撚形している。 N 24グJ)"/ド出土。 2~i .'IA色頁岩裂で、

1TlfIiに大きく喋皮I(riを残Lている機形石斧である。M-22グリ y ドiJJJ二。 3は貞むの分1'/'哨w
争I[片を使川したもので、刃部にポリソンユカfdめりれる。 Q-23グ1)'1ドtH土。 4は風化で脆く

なった1'(~'r加で、権部側に浅い扶りを入れて いる 装おを，IT:[;;4 L.たむのであろう。 0-24グリ y

ζ二〉

く二二:::::， 3 

ζご::>5
第41図 配石出土石器実測図 (1)
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(2) 配石出土石器実測図第42図
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0 

第幻図 配石出土石器実測図 (3)
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12 。 20cm 

第44図 配石出土石器実測図 141
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ド山上。 5 は虫色 (O~;製の小形横形イI 斧である。ポリ y シュが広範iI~に E4め句れる N-247リ

yドH¥上{

イl枠(，，142凶 1・2)は紙iJ~}'( '/:' ~~の定形のイ l 作である。 A~l~l) は相対する;-;lil]かり争IJ離さ

れ、襖状をeιLている おそらく地1Mにιてることを():l"llたキ:ll*であろヲ その担l離IIiiは出減

している l イ I 十年全面にI.l:!:~主n による B淵格取が44め h れる P-217> 1)γ ド出土ι :.1¥1:状況は横に

倒れて験H¥された。 2はWl日片特製の欠IJl品である。倣打による蛇形民が顕片である 5-16グ

l
 
トy
 

}
 

多1"1イ，> (~421司 3 ・ 4 、有\43国 1 ・ 2 ) 3 > 4 は共に安山お裂で‘ k災l~jlMに 1"1 みをイ1 す。

3 IJ:欠Iil品で破1M圭火を受け、亦化、ススHぷがs占的りれる 3はP 21グリァド、 1はM-22

グリソト 11\土である。 1 ・ 2 は JI~ に '!i 山行裂で、 J:-，Mの A に 1"1 みをイjす 2は火を'1:けてススヵ、

付着している 1はM23グリ!r， 2は0-237リァド IH土

行皿(あ43凶 3-6 ) 3は鉄、ドイi.1止の'b.:IlJ :(;.をflUIJl 、表的Iをイi1111、裏面は1"1ィ;として手IJ1TJ 

Lている L- 21 グリ y ド H\ 上。 4 は出イ i !'l安山~.';.裂で、;<，Iuはわ1111、災1Mは凹干iとして利用、

M-23グリソド出 1:. 5は'b.:LUf~製イ illll の欠Iil品 o 24グリゾドtl¥1::， 6 ~ IriJt~ で 0-24 グ"

y ド:BJ:である。

凹イ ~"'\44閃 1 -12: すべて河原のも引を利!日 Lておリ、 3、1O-12が目的iのみ1止)jjに対l.

他はIM，fIj佐川である 6は仙l端に品w抗があり、タタキイ1とLてL干IJ川されたのであろう.出 1:
グリ yドは、 I . 3 . 7が024、2ヵ、N 22、4が023、5がT20、6ヵ、Q20. 8カ、O

20、9ヵ、 R-23、10カ'R 22、11均、T 16、12ヵ、 520とな って L、る

-52 



図版 l

配石群出土状況 (部分)
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図版2

l号住居跡
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組
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図版3

5 -8号
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住居跡 砂

1 - 7号土坑
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‘44号住居跡

‘・ 8-18号土坑
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図版 4

‘l号・ 2号配石群
l号住居跡・3号配石群
(手前よ円)

|号・2号配石群
マ



図版 5

3号 4号配石群

南側配石群
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図版6

<11埋ガメ

-
曙田

l号住居跡出土土器
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図版 7

2号住居跡 砂

v 

2号-8号住居跡出土土器
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企

5号土坑

8号-19号 砂
土坑群出土

5号土坑
v 

土抗出土土器

図版8

14号土坑 企
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図版9

A 2号配石下埋ガメ

配石 出土土器
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図版10
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出土石器 (1)
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図版11

出土石器(2)
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第45図 上反下遺跡の地形と発銀区域

c 

Bト亡二=二二二コ + 。 +に三二二子

AI ~二二=二二コ ー」ー一」主主主コ

第46図 B区 トレ ンチ配置図

。層状

E二二コ一11 12 13 

本遺跡は、滑沢を挟んで東側を A区、丙官IIJをB区とす

るe 向区とも雨戸'1きの緩斜IfiI上に、山1WJ山j也且ぴ滑沢沿

E二二戸二コ ~ =ニ=
14 15 16 17 18 19 20 21 

2 ヘ4

3¥ 
4 

5 + 

--a o 10 20m 

イト + + 

+ ~ • ~ ~ 

いを流 Fしたと d出われる!早い泥iJf'Jj[桜物に桜われている。 6 +ー

A区覆土混入物は、 JYi裕色軽石、 1比一宇品色軽1i粒、白色

軽石牧、褐色軽石粒を一線に含み、 1-51日にかけては

わずかに炭化粒を出入する。 5-7層においてはφ3-

IOcm大町礁を含む。なお、 3府は住居榊築1Mである。

B区2層はφ1-2Ocm大の撲を多量に悦入する。 3層

は、下!層的泥流堆鮒による。

64ー

7 

8. ;.~_' 
AB C DEFGH  -o 10 20m 

第47図 A区 トレンチ配置図



l1o 6 略偶芭土(水田土)
610.7 0 。

暗備色土{輯作土)

黒儒色土 " 2 " 鳳燭色土2 
48 3 日黄偶色土(yp臥}56 

602.061 47 
黒芭土3 略偶色土 610.0 84 
28 83 20 

5 賞偶芭土4 崎健色土

l畠仁 5
214 0 黒黒循絹芭色土土

l旧 6 30黒色土
"6 r-----6 120 17 

'5 ローム眉
7 暗備芭土

'56 25 
8 ローム粛移眉

第48図柱状図 A区 B区

2. A 区

住居跡 (第491河)

本ftJ/;.跡は .Dー 77リ y ドに位置する トレンチ謝先的際深鉢形土器を検出したことから、

拡必全域凋11'を行った。その結果遺物集中がみられ、利伐を続けたところ造物集中下約250mにお

いてイI組炉が椴N¥され{土佐;跡であることが判明した

(J:J)';'跡1([Jは、日iI尚色土}固であり、またfi.J1;'跡桃築1M{;このI面であることから掘り Ji、判穴は

ftit，，2できなかった。

千1Mプラ/は 、1立物円分イli苛か hイl純白lを'1'心に，1([壬4m !)IH去の円形を呈すると思われる。

がはf'l慨をf>1:111してい る。北

コーナーは、tici止の細k'、岐に L 

よリI!Iì ~ji され、全体的に規則性
ベ、

があり l吋〈才且まれている

北コーナーに刷部ド円の土

慌がf.j"，;止されて L‘る 火炎によ

リJI..品に Lろい。南側に炉に接

した、1'1同なiuJI点わが敷せりれる

炉i1l'1(l上は

~， 1 1M lI{f補色土
、

m 2 1i'1 制色 l四
、

第 31M 約色土

第41M 制色土

;;j'; 51M 11日制色土

である

， 
円

。.0 c 
《 .2九

Q 。
ー
ohuo 

602.3 • 

lト一一。
包孟孟孟L

2 .せ万V
第49図住居跡実測図
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出土土器 (第50-52凶)

Iは、[[ 1.ま rm径28 . ~m 、現高20 . 5Om をiJllJ る胴部下半欠倒的深鉢形土日Eである 。 4 単位向波状[ [ 

紋を日iする LI~企部には沈線による渦巻、 S'i状変形文隙悠がある 胴部には 2 本~iji.位向沈線

がIffi下L、it線H¥Jはl持消する S '1"1)(変形文様f庄内北ぴ沈線[><:I，IIil叫に単節 LRの縄文を地文する

また、地文LR縄文は円紘部文係帯で術JJ向、刷出で斜)jlilJの施丈を行う。

2は、 1[ 縁部欠般の深鉢形土持である !点作 7師、 JJll:j34 cmを測る 》胴部には怖前状1日 nに
よる縦位}jlílJの沈線を全I自l に地文し、 2~' -Iji.f立の ij号トする沈料1が施される。沈線t:¥Jは!持泊する

3 -16は、[[ 紋古[，破片である。 3は1'11*ドに陥川形[11I[li丈を拍i丈する 胴部には 2 本 ~'1[1立の

沈線がiJí~下 し 、沈線mJ を lf': ~円する 。 目阿部沈iiJiU>Z1"'1 1何にIj~節 LR の縄文を地文する 推定1[(千12.5

cmをli¥る 4は、[[~企部は若 I~内符 L キャリパー状を E11する LI 紋部には附帯丈に上り11'，['11メIlhi

文を構成する 刷却には 2 ，of>:一平{すの沈線が事卜 し ‘沈線HIlを lí~i自する。桁円区I.Ihi且び沈線1:<:[III[ 

/
ん
川

i
l
l
-

h
MA
似
川

州酬明
川
川
叩

2 

IQcm 

第50図 A区出土土器拓影図
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内に LR縄文を旋文する。地文LRの縄文は口縁部文椴'市で横万向、胸部で斜方向的施文を行

よく研磨された波状U縁を呈し、沈線によるIfi1"11><'画で文織を構成する。5 ・6l;t、っている。

11紋下に沈線をめぐらせ、「日」7 ・ 8 は I liJ~例体と思われる。5・6的地文は LR縄文である。

ut量無文骨?下に rOJ ..... t.: 9-11は字区闘を Jf~j肖する。地文に怖歯状工Jtにより条線文を地す。

RL縄文を地文する。10・112~ー単位で枠状区阿を施 L 、9 l;t、区画により文傑を構成する。

口titには 「日」乍区間内を熔il'fL、文様を構成する。10田 11は羽状RL縄文を施文する。12は、

口紘無文借下より LR縄文を施文降帯渦:&文線態で区間され、 J也文RL縄文を施文する。13は、

LI 縁披l頁部する。14は、地文RL縄文を地文LrUJ字状 ・波状沈線により区[lIijされる。15は、

r J J 'i=を呈する幅広の沈線で、桁円区画文内向IjJ.節 RLの文憾によリ縞成さのf晶状取っ干で、

れ、頂部はl血状を呈する。16は、 小形的深鉢形士総で!正部を欠打iする。I也文RLで11紋部と胴部

の縄文で羽状縄文を構成する。胸部輪!J'!成法による争11;有が良好に必的られる。

、円H1部直下町舷片てe惰円I'f. ~"í文を構成する。 刷部に 2~ー単位向垂下する沈線mJ を磨iIi171;t 

する。地文RL縄文を地す。

RLの縄文を施文する。「 日」字状沈~を地し、18は、

内
ハ
ハ
け
い

19-221立、櫛歯状工JLによリ垂下する朱線文を施すo 19、20は波状を砲す。

，-~を、

埼!?fl

23-28は、沈線区画内に蕨子文を砲した土器である。地文は LRである。
-". 
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29-321立、 2 本一単位の垂下する沈線I :l J を lí~iliする。r.t線区画内に縄文及び蛇行沈線を垂下さ
せる。地文は29はRL、30. 31はLR、32は無節のLを地文する。

B区 出土土器 (第53・日図)

本医において泣備は検出きれなかったが、縄文IjIiWI.小刻lの土器破片を検出し、うち早期2円

前期16.'町、後期9町、弥生土持 l点を探桁する。

縄文前期 (第53閃)

第53凶の土?:i1tlは胎土に植物性繊維を合イ{する。

1 . 2 1立、条4H文を有する 。 1 は内外 lfii と ~m械な作リ万で、胎土には砂司君、 11英字:，を合イ!する 。

色調は淡補色を呈する。 2はHeT尚色を呈する

3・4は、円縁部般片である 3は縄文で地文 Lている 繊維は器面にあまリ得出していない

色訓は淡偶色を濯する 4はJ也文に組組縄文を地文し、宇鍛竹信ーの干h沈線文が2本斜定、縦走

する。l勾IfJiは丁寧に研四時され、胎土町繊維は成H:していな，'0色調は褐色を呈する。

5は、 .1'鍛竹管によるi:t線文が施さ IL、地文に縄文があるが不明瞭である。l什IAIは丁、下にo1fl科

され、繊剖fの潟出!主が少主い。色s拘はH日制色を 11する。

6-11は、組制を地文にもつ。 6-8はコンパス文をイjする。

11は、!正部ちかくの岐片である。無文である。

12 . 13は、 LRとRLの縄文により、櫛位羽状縄文となる。

14は、 [Iij様に縦位向羽状縄文になる。

15・16は[liJ 倒体と宅一えりIL、条痕文を地文に 縄丈を地す。17. 18は宇載竹竹の集介沈線

を全1Mに施す 18はボタン状、体状貼リイi文をイ{する

1 . 2は縄文早期芽山期 3 -111;1前期限i山則、 12-14は明浜却l、17. 18は諸機j胡に凶する

15 . 16は司ミIIJJである。

縄文中期 (第54同)

1 -4は111企部破片である。 1は波状 11紋を(.'.L、F干':!i文により医l出きれ、文僚は1ι献竹trに

よる‘11縁部は刺突文が施される。2は沈線文をイiする 3はu縁部に下載竹ヤ?による償位沈線

が柚iさ札、沈線 Fには RL縄文を施文する。 4は11給部に無文併をもち、そのド百11に巾節Lの縄

文を岨iす。5-7は附併丈により文様|烹plljする。5はRLを充喫している。7はすり消し縄文でRL

を地す。8は、 lji-unLを地文に、縦位沈糾iにより文様情成 L、熔消部に蕨千文を施す 9 . 101よ、

24<の縦i立沈線により文係楠}止され.地文LR縄文を砲す。111手、弥生土法片でほ部年IJ1i品である。

宇般竹竹により条痕文を砲す。
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義グ今日警f針ち;U
W 必職Ht紙製劇 場料
6'Y 『手泌苓ハ 川昭総 ，<'W I I 

旬。 f;;D創出1018
第53図 B区出土 縄文前期土器妬影図

三:UZJF議 3劃

川島グ:::静35bU

総j喜1
第54図 B区出土縄文中期土器拓影図
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出土石器 (第55図)

本遺跡からは副総25占がH¥土 L、そのl勾E沢1;1.、打製イi斧3、削器2、凹石 I、訂肢 1.制片 ・

6干 J~18である 。 イ{村は黒色頁お 5 、t(I'i 5、，'.I.¥l!ldィi5、111色安山岩3、チャ トl、安山狩 l、

不明 5である。

U VRZ 
3 

ゐιi色三ユ
亡さ三三フ 4

が

えるω(、

D 6 
第55図 出土石器実測図

111品り 時 帥 IHU也占 長 (cm)

faUi斧 A区住肘跡 7.7 

2 打裂li1'f 81"'6-A 7.5 

3 打製イl斧 A灰住h'i跡 (4.9) 

4 削 *量 日区8-A 4 D 

5 削 ~;} A [)z u:I;I:跡 3.8 

6 1"1 イ1 A医住民跡 '-1 

7 イz 怯 AI:<:住肘跡 9.8 

恥¥(Cm) 

5.8 

3.6 

( 5.6) 

6.4 

6.6 

6.6 

5.9 

第7表 上反下遺跡出土石器観察表

-71 

宅ヲ

7 
o 10cm 

包里里5iiiーー

1'7 (cm) 取量(g) 石17 備 )'，. 

1 .4 69 A 山石

1.8 58 J.IA色<<-'f干 刀部にうけ!lあリ

(1 .8) 59 部トにードl1i15干減);，:1部!lあ先り端

13 24 (( V.i 

0.8 20 虫色(l岩

3.5 217 

4.9 253 fl 山Fi 



図版12

通景砂

l号住居跡

石組炉 砂

A区
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図版13

わ• ‘も問削帽-

A区 l号住居跡出土土器
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縄文前期修

B区トレンチ配置、 トレンチ出土土器
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‘縄文中期



羽 おわりに

今川町 1~1札制作は新農業構造改11-'I>:¥'iのための 1>liij~I~i，訓告であり、 小範l剖の調作lズ である。

しかL、'1'之条町による佐和Jの本格(I~J I制作と Lて、中之条町内埋雌文化財に付する主知的場所に

ぷIf.Ij坑を入れる私if*となり 、'?kな成*を Lたらした Lのと4える。
久森環状列石遺跡

<1，，: j立跡は従来より縄文時代的泣跡的了UIーすることが知りれており、 'm馬県泣跡台帳州も制lIJ

r1j'之条聞fNo1久成泣跡、縄文'I'WI集部跡、J とlicされる所て'ある。今回発掘」付与によリ J立跡の刊一

桁がt;1状ヂ1)イIJ立怖をrl-'，c.、とするものであるため、 i;ti、の久保3立跡に現状列石町名折、をIJJlえ「久森

崎jk列イ13a湖、 とし、 i4跡の概要をIIJLieした

，淵伐された地域はすべて縄文時代11'1日!の治情てあった 検出された遺憾1;1， 'A~的主形の明火

{川悦~、制銭形倣イ jf iJ，特有:‘上 liU午、そして現状ヂIJ{i ijJ f，Ytである

4..:;立跡的、L地するわずかな平田 1111 の Àì~ll分を探jk ~II イ IJ立桃ヵ、従う 住民跡、 UiLは現状者1)イiui:

/，V，/，V， ~長時に州 I~íj 後する時lUlのむのである 特に I~J'- 3 りの附銭形敷úHJ~i糊:と 4 日早穴 fì:}，';'跡

(土、 2IF にめぐる原状列イiiti桃と loju寺WJr I'J に ilnv~1勾に fii:ijli.する このことは列イi外的 5~J'- 8り

の咋穴fi'I川跡止び土lltr.fと性絡をwにする Lのであるのだろフか また、 IllnlJ部円以波弘J止にili;
彼する地域に問状亨1)ィii4桃!J'7U，ーすることは、この上うな泣/，V，について他泣跡で山{r，.{，;1fllなどに

ねぴつけて相!I!'tされていることで、本法制にJn、て L その1i 1(， i あるいはそれ以外のこと~ ，.;、まえ

fjJI:跡WI係と介せで研究されるべきであろう

上皮下遺跡

本追跡上リ検H~ された法備は、 A I互における縄文時代'1'lUJの住!日;跡1軒である その他B1":よ

りは縄文時代 lìiJJVJ- 弥中時代的土~~ イi~;~ ，'，を怜H¥した

1":j自跡 1;1険めて小純l叫の説先Rであるため14跡内刊絡を把j~'するこ E は不可能であったが、こ

のよヲ立山あい奥深、、所に位置することの )td~で気づいた点と L て次のようなニとがある A 1<: 

て(土、小範II~ の lド刑 1(li に l 軒 E いヲ少ない 0-:'，';がいとなまれていたこと、 B 区では、 i~tれこみに

よる 1:(，:~n の験:1\かり I'.m; にお t、てはニの時代のili仙の合作する可能性のあることなどである

引に +~jtì跡で悼i ゎ r かな平岡 ~Ii にお L 、ても fi::J，';がいとなまれていることの党比は、'1'之条町に

おける 14跡分布の悦出を細部に L 行ヲ必~刊を"、l安寸る L のと忠われる

今川町作.fl!!.Y4l ~'i に l民!しては、時nnfI~)な制約と数以内制限から遺跡内Ae; 祭に至るまで壮ばず、機

会をAて1
'
汁世Jの|光夫 Lていきたい

~{後に久ft.f~~X 列イ '1立湖、 卜1;;:下泣跡的光州LJl.11t岨び本骨1.;'J\'H1-:"主にあたリ、御 ~1~ .御llh，i'

をいたたいた関係"r.1世間 ・関係.t;-{宇佐に深〈悠"qj"，L 1げると共に 2j立跡にわたリ御指呼mい
た kj~llr J'j; l\: の"'/:，恩に 'L、から Y喜一端的念を十辛げる，人第である(

(JL山公j、)
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卜沢渡遺跡群発掘調慌の組織は下記内通り である。

中之条町教育委H会 教育長 五反III 王E

社会教育 課長 稲田 孝行

H 係長 凹村宏司

H 主 J> 稲田 英二

H 臨職 (担当) :lLLlJ 公犬

発掘協力省

飯塚綾子 飯塚氏子、飯塚千代子、飯塚洋子、飯塚芳雄、小測幸子、唐沢いく

小池宏之、斉藤君代、斉藤つね、下重さと WJせつ子、関玉枝、|羽てい、関俊明

聞はる、 l羽兵由美、日平げん、;f:-i半すけ、 1自立ド芳弘、 UI村みよ、角凶キヨ

u工十音順敬称略)

上沢渡遺跡群 久森環状列石遺跡にて
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